
麦、たばこ、落花生の機械化栽培標準体系 (農試県北分場)

県北分場において、麦、たばこ作複合経営技術組

立実証試験を行い、麦、たばこ作の部分的技術を総

合的に組み立て、複合経営展開を可能とした、その

内容は次のようである。

① 小 麦機械化栽培標準技術体系

この体系は中型機械体系による省力栽培で全面、全層播、コンバイン収穫、火力乾燥ヘイメ

ーカー、ヘイベーラー利用の残浮処理等で 10a当 たり所要労働時間はほゞ8時 間ですむ。

②
・
落花生機械化栽培標準体系

堆肥、肥料散布の機械化、バイブレーター付堀取機を利用することにより作業時間を 70～

80時間とすることができる。

③ た ばこ機械化栽培標準技術体系

堆肥、肥料散布の機械化、移植機による折哀方式の採用、選別作業にベルトコンペア利用等

により10a所 要労働時間 220時 間が期待できる。

(1)背 景とねらい

当分場では昭和 50年 から54年 まで 「麦、たばこ作複合経営技術組立実証試験」を実施した。

この試験では麦、たばこを中心とした作物の部分的省力技術を総合的に組立て、諸作物の有機

的結合による複合経営展開を通じてその実用性を実証した。

既にその成果として 「中型機械体系による小麦の省力栽培」 (52年 )、 「落花生の乾燥体

系」 (53年 )を 普及に移しているが、ここでは主要な作物について栽培実証実績もしくは実

績を考慮した所要労働時間等を採用して、機械化栽培標準体系を作成 した。今後の技術改善、

営農計画策定の参考となると考えられるので紹介する。

(2)技 術内容

小麦、たばこ落花生の中型 トラクター利用を主体とした標準技術体系を作成 した (第2表 ～

第 9表)。 それらの総括として各作物の作業別所要労働時間を第 1表 に示 した。各標準技術体

系を要約すれば次のようになる。

① 小 麦機械化栽培標準技術体系

この体系の特徴は全面全層播栽培、コンバイン収穫、火力乾燥、ヘイメ
ーカー、ヘイベ

ーラー利用の残得処理等で、 10a当 り所要労働時間はほぼ 8時間となる。

②′落花生機械化栽培標準技術体系

との作物は播種、収穫、乾燥等手作業の占める割合が高く、従来の体系に比べ著 しく省

力化されたとは言い難いが、堆肥 ・肥料散布の機械化、バイブレ
ーター付掘取機を利用す

ることにより、作業時間の短縮と労働軽減に効果がある。 10a当 り所要労働時間は70～
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80時間を期待できるo

③ た ばこ機械化栽培標準技術体系

堆肥 ・肥料散布の機械化、移植機による折哀植方式
の採用、選別作業でのベルトコン

ペ

アー利用等により大幅に省力し、10a当 り所要労働時間
220時間前後を期待できる。

表 9 機 械化栽培における作業別所要労働時PB5総括表

作 業

′Jヽ 麦 落  花  生 た  ば   こ

4 2 0 駒 4 1 0  K ? 2 8 0  駒

労働時間 害1 合 労働時間 割 合 労働時間 割 合

堆 肥  散  布

石 灰 散 布

耕    起

元 肥 施 用

砕 土 ・整 地

畦 立 ・被 覆

種 子 消 毒

播    種

覆     土

鎮 圧 ・踏 圧

鳥 害 防 止

移 植

補 植

ィ」ヽ 土 寄

雑 草 防 除

病 害 虫 防 除

追     肥

摘     心

M  H 散布

収     穫

結     束

乾     燥

跡地整理 ・整地

脱爽・茎葉処理

題 い調製・包装

0.81

(0. 22)

1.14

0. 17

0,43

0.05

0.10

0.27

0。35

0。15

0.07

3.28

0,25

0,37

0.24

1 0 . 3

2 . 8

1 4 . 4

2 . 2

5 。4

0 。6

1 . 3

3 . 4

4 . 4

1 . 9

0 . 9

4 1 . 5

3 . 2

4 . 7

3 . 0

0,65

0 , 1 7

1. 14

0,18

0.77

4.09

0.10

(15.0)

0.64

00)

４０

３７

７
．

５
．

8.80

13。37

5.50

2.39

6.20

1,80

0 . 9

0 。2

1 . 5

0 . 2

1 . 0

5 . 6

0 . 1

2 0 . 4

0 . 9

1 4

1 0 . 1

7 . 3

1 2 . 0

1 8 , 2

7 . 5

3 . 2

8 . 4

2 . 4

10

1.00

1.22

2.74

0。34

6.26

3.92

0.83

6.00

2. 00

3.48

12.50

0.99

8 6。6 4

１

４

３

６

０

５

８

55 13

0 . 5

0 . 5

0 . 6

1 . 2

0 。2

2 , 8

1 . 8

o , 4

2 . 7

0 , 9

1 . 6

5 。7

0 . 4

1 6 , 6

3 6 . 5

2 . 6

25.0

計
7.

囃
68

(7.90)

%
1 0 0

囃
73. 57

( 74.57｀
10♂ 22は評 10♂
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(3)指 導上の留意点

① 本 試験は傾斜圃場 (4～ 12°)で 実施したものであり、平坦地で,は作業能準が向上するこ

とが予想される。

② 試 験は小麦、たばこを1あ、落花生を0.5れの規模 (不正形の固場)で 実施し、 10a換

算 して所要労働時間を算出したものである。従って若干のスケールメリットを考慮する必要

がある。

③ 技 術体系表の作業時期は九戸郡軽米町を標準としているので、特に県南部での利用の際は

作業時期のズ
・レに留意する必要がある。

④ 機 械化栽培では多額の投資を必要とする。補助事業の利用、機械共同利用組織による機械

の稼動率向上等が経営費軽減に有効であり、農地の基盤整備も極めて重要な前提条件である。

本試験では麦カラ、青刈ひえを畜産農家に供給する一方、見かえりに厩肥の供給を受け、小

麦作で利用したヘイメーカー、ヘイベーラーは畜産農家からの借用であったことを付記する。

⑥ 従 来q技 術による3あ規模の麦、たばこ作経営では両作物の播種期、収穫期の労働力競合

が緩和され、麦、たばこの結合が容易になったことも付記する。

-130-



表 10  小 麦機械化栽培標準体系 品種  ハ チマンコムギ

堆肥散布 (石灰散布) 耕  起 元肥使用 牲 ・:ほJ〕“せュ 種子消毒 播 種

栽

術

技 術 内 容

1雄肥運搬

2雄肥散布

ユ炭 カル違

搬

2炭 カル散

布

ブラウ耕 (1肥料運搬

(2,″ 散布

成分的なE

N-8

P-16

K-12

デスクハロ 紛 衣 tl〕全面全局

播

t2)手直し

ヽ

作業実 施
時   期

tl,9月中旬

t219月中旬

tユ19月中旬

t2,9月中旬

9月 中旬

9月 下旬

9月 下旬 9月 下旬 9月 下旬

作

業

技

術

使用機 械

トラクター

2台

11,フロントロ
ーダール

プトレーラー

t2,フロツトロ
ーダ=再 土

ア奄ルッダ

トラクター

(11ダンプトレ
ーラー

(2】ライムソア

トラクター

ボトムプラ

ウ

トラクター

tl,ダィメトレ
ーラー

t2プロード

キャスター

トラクター

デスクハロー
人  カ トラクター

1 1 ジ七―ドキャ

スター

t2〕人 力

組作業人員 tユ,t2, 1 〔1,t2, 1 1 1 ユ 2

107-ル当り
機 械使 用
時 間

t l , 0 . 1 8

0 . 4 1

12,0。 14

0.40

(1,0。05

( 2 1 0 . 1 7

1.14 (1,0.05

1210,12

0.43 tl,0。06

10千一送 り
所要労 働
時 間

t l , 0 . 4 1

1 2 , 0 . 4 0

( 1 , 0 .

1 2 , 0 .

５

７

０

　
１

1.14 tl1 0.05

t2,0. 12

0.43 0.05 ti1 0.06

(2,0,04

り

材

当ル

資
一ア

用

０１

使

堆 肥

1,500 Kl

輸出 3 . 1 0 を

炭 カル

80 Kl

軽油 0.80Z 軸  370を

化成肥料

8 0 K 7

軸  0.60だ瑠鋼白164を

チュラム水

汗日済門 30 g

種子

1 0 K 7

撤  0,12を

技術上の重点

事 項

完熟雄肥を

使用する

均一散布す

る

周縁部は少な

くなりやナい

ので幡種むら

α Lじなけま

うにする。
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10a当 り収量 420駒

覆  土 鎮圧・踏圧 薦 雛 追  肥 収  穫 運般・乾燥 包  装 残需処理 計

ロータリー 鎮圧ロ
ーラ トップジンM

水和剤

2000倍

180Z/10a

硫安

N成 分

4 . 2 % 偽

11メJ取脱穀 ユlダンプト

レーラー

運搬

2レkブズ髭独亀

包装 tl,ヘイメー

カーで集

め

t2)ヘイベー

ラーで栖

包

9月 下旬 1lⅢ9月 下旬

(2は1月下旬

12月上旬 4月 上旬 11}7月中旬 (117月中旬

t2,7月中旬

7月 下旬 t l l ( 2】

8月上旬

トラクター

ータリー
トラクター

鎮圧ローラ

トラクター

プームスプレ
ーヤー

トラクター

プロードキャ

スター

自脱コンバ

イン

1トラクター

ダンブトレ
ーラー

2レンパリン

郷

人  力 トラクター

11ハイメーカ

12冷イベーラ

1 1 1
う
る tl x2, 2 2 1

0.27 ( 1 1 0 .  1 5

1 2 , 0 . 2 0

0.15 0.07 1.37 tl,0. 27

t211.79

1 , 0 . 1 7

2,0. 20 7. 57

(7.79)

0.27 ( 1 , 0 .

( 2 , 0 .

５

０

１

２

0 . 1 5 0.07 2.74 (1,0.54

12,0. 25

0. 24 ユ1 0 . 1 7

2)0。20

7.68

( 7 . 9 0〕

題艶指 0.6 軸  0.58文

トップジツM

刀嘲「88180g

翻 32C(

軽油 0。2 5 Z

購 20Kタ

0.18だ帥 軽油 257を

顎

2′KWH

姑油 8.2Z

撤 040乏

マタイ7 枚 結束ナワ

0 . 1 巻

軽油 1 , 0 0 Z

深すぎない

ように均一

1彼 する

縛 駐

状況によっ

ては踏圧の

前に除草剤

アイル

ルを散布す

る。踏圧は

根雪前30ヽ

砲 日を目転

とする。

時期が遅く

ならないよ

うにする。

生育状況に

より量を調

整する。

識 のじ

302以下で

刈取る
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表 11 小 麦の労働配分および機械利用 (単位 :時)

-134-

9 1 2 4 7 8

計
中 下 下 上 上 中

‐
下 上

作

業

房J

労

働

時

間

堆 肥 散 布

石 灰 散 布

耕 起

元 肥 施 用

砕 土 整 地

種 子 消 毒

播 種

覆 土

鎮 圧 踏 圧

病 害 虫 防 除

追    肥

収    穫

運 搬 乾 燥

包 装

残 需 処 理

0. 81

(0.22)

1.14

0.17

0.43

0.05

0.10

0。27

0。 15 0.20

0.15

0.07

2. 74

0.79

0.24

0.37

0 . 8 1

(0,22,

1.14

0.17

0.43

0.05

0.10

0.27

0。35

0。15

0.07

2,74

0。79

0。24

0.37

計
1,95

(2.17

1. 17 0。20 0.15 0.07 3.53 0。24 0,37 7.68

(7.90'

機

械

呑」

用

時

間

フロツトローダー

ダツプトレーラー

マニュアスプ
レッター

ライムソア ー

ポ トムプラ ウ

カ ー本ヽ スター

デスクハロ ー

ロー タ リ ー

鎮圧ローラ ー

スプ レヤ ー

自麟脚ン/ イヾ ン

テン りヾ
i銘換機

ヘイメーカ ー

ヘイベー ラー

0.32

0.46

0.40

0.17

1 . 1 4

0.05

0.18

0。43

0,27

0。15 0.20

0,15

0,07

0。 27

1. 3 7

1 . 7 9

０

　

０

17

20

0,32

0.73
(0.78

0.40

( 0 。1 7

1.14

0.25

0.43

0.27

0 。3 5

0.15

1.37

1.79

0.17

0.20

計
2. 2 9

(2.4α

1.08 0. 20 0. 15 0.07 3.43 0.37 7.57

(7.79,



表 12 落 花生機械化栽培標準体系 品種  タ チマサリ

堆肥散布 耕 起 施 月巴 砕土整地
畦
覆

作
被

種
土

播
覆 鳥害防止

栽

培

技

術

技術内容

tl雌肥運搬

12雌肥散布

プラウ耕 tl運搬

121石灰散布

t3明巴料散布

成分

改/ 1 0 a )
N - 4 . 2

P - 1 5

K… 1 0 , 2

( 1睦地

t2序直し

( 1 ,マルチャー

軒 睦 ・

被優土

同時作業

12,手直 し

(1,種子消程

(種子粉衣|

1 2 , 1 粒2 粒

交互播き

ラゾーミづイ
ル

作業実施

時  期

t l ) 1 1 月中旬
t 2 ) 1 1 月中旬

11月中旬

側脚
Ｄ

５ Ю脚
Ｑ

５

1115月上旬
t2】5月上旬

ti1 5月中旬
12)5月中旬

5月中旬
～6月五

作

業

技

術

使用機械

トラクター

2台

は,フロントロ
ーダー

ル プトレ
ーラー

121フロントロ
ーダー

マニュアス

プレッダー

トラクター

ボトムプラウ

トラクター

(1ダンプトレ
ーラー

t2〕ライムソー

t3,プロードキ

ャスター

(1'トラクター

ロータリー

t2人力
ひワ1)

(1いラクター

マルチャー

Ⅲ2,人力
υ ワ2)

入 力 ラゾとミサイ
ル

嘩
(1)(2) 1 (1)(2)01 (1)(2, 1 1 1 ,  3

( 2 ,  2

１

２

１

２

ユ

107リレ当
り 機 械
使用時間

( 1 , 0 . 1 4

0。33

(2, 0. 12

0 . 3 2

1.14 tl,0,07
{ 2 ) 0 , 1 7

t 3 , 0 . 1 1

tl,0.52 11,1,28

Iげり噌
り 所 要
労働時間

tl,0,33
t2,0.32

1.14 1 1 1 0 , 0 7

1 2 , 0 . 1 7

1 3 , 0 。1 1

tユ10 . 5 2

t 2 , 0。25
ti1 3.84
(2,0.25

t l , 0 . 1 0

015.00

0.641

10アニル当り

使 用 資 材

堆肥
1,200峰

経油2.48ι 軸 3.70を

タンカル

8 0 降

灘 卿
6 0 降

軽油 1.40を 輸 1.53を

9 1 跡マルチ
フィ彬よ

4.6本

軽油上88を

剥隈種子
14K7

チュラム水
和剤 28g

力 ′ウ 広

0.68亀

技術上の重点

事 項

軸 等
特ヤ朝駒
では窒素を
控える

被覆t韻己くて
も規銘重5日
前に終るよう
にする。

雨天をさけ宏
億子は水に
めらさぬこと
播種は深さ3
～4 C " 種
子君殿におく
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lo a当り収登  410降

(補 植 ) 雑草防除
虫
除
害病
防

掘 取 り
結東運搬
乾  燥

跡地整地
脱  爽
茎葉処理

製
装

調
包

計

111結東

t2運搬

13 ,タバコ乾

燥ハウス

内に吊る

(タタヾヨ乾

燥用途縄

闘 )

フィルム除

去

11脱粒機で|

脱菜

t21茎葉処理

鵬 都

用鳳選し、

30駒入れ

出荷用袋に

餃

補植しなが

駆 軸が地

表に出たも

のを直す。

(1,畦間のみ

朗

布に混和

(2序暉

2回

ダニコータレ

600右告160

Z4回 散布

廻 し1回

目は100つ

虫害防除に

PAP乳 剤

混用 3 回

( 1 , 0 0 0 倍 )

11掘取り機

使用

21地千 し

5月下旬 tl16月上旬
(216月下旬
7月下旬

(1,6月下旬
t217月上旬
(317月中旬
t4,8月下旬

1,10月蜘
2110月詢

1 1 , 1 0月中旬
t2 1 1 0月中旬
(3 ) 1 0月中旬

10月下旬 Q)i②
l l 月中旬

11月中旬

(1〕散粒機

(ホー 1)

(21人力

トラクター

スプレーヤ
( 1 1トラクター

掘取り機
t21人力

(2,トラクタ

ダンプトレ
ー
フ
~

t3八カ

トラクター

ダンプトレ
ーラー

(1脱粒機
発動機

脱粒機
発動機

I
１

２

１

２

11,―t4,3
１

２

１

２

(1)(妙(3)
３

１

１

２

3

tl,0,42 110。25

2)0.42

3 , 0 . 5 1

410.61

(110,58 t2,1.50 0.06 {1,2. 00 0.60

11.15

1300 1110.42
3.00

1212.88

1.10

110.75
21 1. 26
31 1.53
4, 1.83

tl,0,58
121 8.22

t l ) 1 0

1 2 ,  3

1 3 ,  5

７

０

０

３

０

５

2.39 (116.00
12〕0.20

1.80

73.57
74.57

バサ レート

継 J 2 . 5 降

ダコニール

水輌剤9併層
P蜘
鶴OCC

卿 116″

軽油 2. 0 6乏軽油0,7宅 翻 1 . 5 2 帥 0.22ι 軽油1.52Z

出荷用袋
1 3 . 7 枚

鋼 0.43を

降霜後t逓
端に落ち爽
が多くなる
ので、降霜
があったら直
ちに掘取る

脱搬 回
転数をあげ
すぎないよ
うにする。
(400-500
回抑
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表 13 落 花生の労働配分および機械利用

月句別

項 目

5 6 7 8 10

計
上 中 下 上 下 上 中 下

か
F 上 中 下 中

作

　

　

業

坂チll

労

働

時

間

堆肥 散布

耕 起

施 】巴

砕土整地

作 畦被 覆

播種覆土

鳥害防止

補 植

雑車 防除

病害虫防除

掘 取 り

結束運搬

乾 燥

跡 地整 理
脱 爽 ・茎
葉 処 理
調 製包装

0,35

0.77

4.09

15 。1 0

0 . 2 00 . 2 0

( 1 . 0 0 )

0 , 2 4

3 . 4 22.88

0.75 1.拓 1.53

1.10

1.83

8.80

13・卸

5.50

2.39

0.65

1 . 1 4

6。20

1 . 8 0

0.65

1 . 1 4

0 . 3 5

0 , 7 7

4 . 0 9

5。10

0 , 欲

1 . 0 0

7 . 4 0

5 . 卸

8.80

3.軒

5 . 5

2 . 卸

6 . 2 0

1 . 8 0

計
5。21 15.30 0.20

(1.20)

3.66 3.63 1.26 1 . 5 3 1.10 1.83 8.8 18.87 2.神 9.79 7 3 . 7

に。57

機

誠

禾ll

用

時

間

フロントローダと

ダンブトレーラー

=ュ 豚 71/sッ
ダ    ー

ボトムプラウ

フイムソアー

プロードキャ
ス  タ   ー
ロータ リ ー

マルチヤ ー

散 粒  機

スプレーヤー

掘 取 り 機

脱 粒  機

0.07

0. 17

0 , 1 1

0.52

1.28

0.42

0.あ 0.42 0,5ユ 0.61

0,58

1.50 0.06

0 . 拓

0。33

0.骸

1.14

2.60

0 . 発

1.96

0 . 骸

1 . 1 4

0.17

0 。1 1

0.52

1 , 2 8

0 。4 2

1 , 7 9

0 。 硝

2 . 6 0

計 2. 15 0.42 0.25 0,42 0.51 0.61 0.58 1.50 0.06 4.65 11.15
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表 14  た ばこ機械化栽培標準体系
品種 バ ーレー 2 1

堆肥散布 耕  起 整  地 元肥施用 睦立・被覆 移  植 補  植

栽

培

技

術

技 術 内 容

tユ,運搬

(2,全面散布

tユ'プラウ耕
t2店灰飾

ロータリー

耕

1粧に鉢斗韻

2,肥料散布

(1〕畦立

12,ボリ被覆

t3,弓莉まし

1ユ}運搬

t2〕移植

補植

篠 帥

( 1 ) ( 2 )

11月中旬

圏埼望月で

もゆ

( 1 ) ( 2 )

1 1月的 4月中旬 4月中旬～

下旬

4月中旬～

下旬

4月下旬 4月下旬

|

作

使 用 機 械
吻2霧

トラクター

tl〕ボトムプラ

ウ

t2ライムソア

トラクター

ロータリ鞘

トラクター

1ダンプトレ

ーラー

2,施肥機

トラクター

tl,高畦ロー

タリー

t2ンヽイマルチ

トラクター

tl'ダンプトし
―ラー

(2}移植機

業
組作業人員

１

２

１

２

１

２

１

２

１

２

１

２

1,   1

2,  2

3,  1

3

技
10a当 り

閥蘇 llR輔

tl,0。37
0.60
12,0.25
0.50

tユ,1.22

(2,1.00

0.34 t l , 0 . 1 4
( 2 1 0 , 7 9

t l , 2 . o o

( 2 , 1 . 4 2

(1,0。33
(2, 0.83

術
10a当 り

所用労働時間

t l , 0 .
t 2 , 0 .

０

０

６

５

tl,1.22

12,1.00

0,34 ti,0,80
(2, 1. 94

1112.00
1212.84
13, 1.42

５ ０

４２

０

３

１

２

0.83

1 0 a 当り
使 用 資 材

堆肥
1,200時
軽油
4.90だ

軽油
3.41を

軽油
1.21を

はな5号
225駒

ス ーパ ー草

紋  30降
鍋
1 . 6 9ι

ポリ5.0本
軽油
1 . 9 5 Z

ガツリン

1.2乏

軽油
1.5Z

飾 p顛

翻 巴は
晩作になり
やすいので
却 巴を
使用する

条肥使用す

み
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10a当 り図薩  280駒

小 土 寄 雑草防除 丙書期 際 摘  心 MH散 布 収  穫 乾  燥 跡地整地 選  別 計

小土寄 睦畔 ・畦

間・打算

薬剤散布

( l D

11心止

12,わき芽か

き

M H - 3 0

締

(1)棄かき

t2〕幹刈

t3,運搬

11葉あみ

21吊込み

3機 怪誠里

4,葉むぎ

5 〕葉もぎ

6〕耳郵南・か

たづけ

(11ポリ処理

t2限処理

f l l R f蔵

t2渡番房J

t 3胴包

5月下旬
～6月上旬

6月中旬 tユ,7月中旬

t2,7月下旬

( 1 , 7月中旬

1 2 , 7月下旬

7月下旬
(1)(2)
7月中旬
～8月中旬

(のG)

8月下旬

(1)(2)(3》
7月中旬
～8月 下旬

14〕t5,

9月下旬
～10月上旬

β)1明飼

t l , 1 2】

9月下旬

1,9月下旬
～10月上旬

2}10月下旬

3}12月中旬

移植コテ トラクター

スプレヤー
トラクター

スル ヤー
(1,押認花は

さみ

トラクター

スプレヤー
トラクター

tl ,～( 3 ,

ダンプトレ
ーラー

トラクター

(2ローィタリ
ーXJ払瀬

t21′串レトコン

ペアー

t3,梱包機

1 3 3
１

２

3
１

１

３

１

２

３

1 } l  t 4 , 1

2 , 3 ( 5 , 1

3 ) 1  1 6 ) 3

１

２

１

２

1,  2

2Ⅲ  4

3,  2

0.66 1. 16 0,33 t3,4.22 t2,2.50
0, 57

2,30,00
3,12.00 61.2g

6.00 2.00 3.48 tユ14.00

12,8.50

0.99 11,23.86
t2, 6.00
t3】 6,78

11 15. 00
2'10.64
3' 10.00
4) 9.50
5'29.50
6) 5.67

tユ12.57
t212.50
0.57

tl〕 8,33
12,39.00
13, 7.80

220!10

軽油
1.2芝
グラモキソ
ン 500CC

軽油
3 . 2 1 文
サリチオン

抑
100CC

M H - 3 0

1,000C(

軽油
0.38を

軽油
2 . 2 5 乏

軽油
1.2と

混合油
0,26を

電力
45mH

散布圧力が
高いと天葉
力導釘とし品
質が低下す
るので圧力
を下げて散
布する

ハウス機
では急乾に
』訴針する。
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表 15 た ばこの労働配分および機械利用
(単位 :時)

ぴ
4 5 6 7 8 9 10 12

計
中 下 下 上 中 中 下 上 中 下 下 上 下 上 中 中

作

業

丹J

労

働

時

間

堆肥 散布

石灰 散布

耕 起

整 地

元 肥施用

畦立被覆

移 植

補 植

小 土 寄

雑草 防除

病害蜘防除

結 ,い

MH散 布

収 穫

乾 燥

跡地整地

選 丹ll

0.拠

2.74

3 . 1 33 . 1 3

3 . 9 2

0 . 樹

3.00 3.00

2.00

3 . 鶴

1 2 . 駅

7 . 1 6

7 . 0 0

0 . 9 9

7 . 1 0

7 . 0 0

「。1 0

7 . 0 0

6 . 5 0

7 . 0 0

8 . 7 8

7 . 6 419,5

5.64

4 . l C

25ユ7

4 . 1 7!R御 !3Ю0

1 , 1 0

1 . 0 0

1.22

1300 7.80

1 . 1 0

1 . 0 0

1.22

0.“

2.74

6.秀

3.92

0.鶴

6.00

2.00

3.98

12.50

0.99

3 6 . 6 4

8 0。31

5.饉

弱.13

計 3.21 7 . 鶴3.00 3.00 2.00 }0,14 509 !4ユ〔t350 1642 狗蚊 抑勲 費rY 1300 A卸 7.働 抑 .10

機

械

呑J

用

時

間

多
ロントロ=

ダンプトレー
フ    ー

予子テラスプ
ライムソアー

ボトムプラウ

ロータリー

施 肥 機

戻手星万争
移 植 機

スプレヤー

刈 払 機

ジ
レトコンだ

梱 包 機

0. 14

0 . 拠

0.79

1.00

0 . 7 1

0.33

1 . 0 0

0 . 7 1

0 . 鶴

0.66

0.60

1.16

0.60

0.33

・側 0.側 1 . 8 2

2.50

質
υ

OЮ0 10側

0 , 6 2

0 . 6 0

0 . 5 0

1 . 0 0

1 . 2 2

10m

2コ0

(

計 2.98 2.87 〕.66 1.76 0.93 , 側 0.60 1.82 3.研 10Ю0 1334 1200 61,閉
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